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【削減状況の自己評価】
平成25年度は、電気の排出係数増加による悪化要因（＋36kgCO2/台）を車体ﾗｲﾝ集約（4ﾗｲﾝ⇒2ﾗｲﾝ）

による待機電力削減（▲25kgCO2/台）および生産台数増加による固定ｴﾈﾙｷﾞｰ（※）の原単位好転

（▲33kgCO2/台）、省エネ実施効果等により挽回し、原単位目標（514kgCO2/台）に対し実績

（506kgCO2/台）で▲8kgCO2/台ｵｰﾊﾞｰ達成出来た。

※固定エネルギーとは、生産台数増減にリンクしてエネルギーが増減しない量をいう。

　 （例）間接部門（廃水処理、品質検査設備）、生産設備の待機電力等
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　　　　温室効果ｶﾞｽ排出量　指標(生産台数)　原単位
基準年度   161,455tCO2　　　298,618台　 　541kgCO2/台
目標年度   153,382tCO2　　　298,618台　 　514kgCO2/台
平成25年度 177,197tCO2　  　350,134台　 　567kgCO2/台
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業種名：輸送用機械器具製造業

自動車製造業
　生産台数350,134台（平成25年度）、従業員4,061人（平成26年7月1日時点）

工場等の名称 所　　在　　地

三菱自動車工業株式会社
108-8410

東京都港区芝五丁目３３番８号

水島製作所 安全・環境推進部 動力管理担当

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

県内の
主　な
工場等

倉敷市水島海岸通一丁目１番地
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

　 無

塗装工場上塗りﾌﾞｰｽﾍﾞｰｽ循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ出口のﾊﾞﾙﾌﾞ開度を50%⇒100%に見直
し、循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ1台（5台⇒4台）停止した。（平成25年/10月から実施）

【推進体制】
社長－環境管理責任者(環境担当役員)－生産統括部門長－水島製作所所長－各部長－各課長－推進者
                                        　      　－各製作所所長
　　　　　　　　　　　　　　　    －各統括部門長

　 無

塗装ライン

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

その他

その他

県内で
の取組

　 無

　 無

県内で
の取組

【平成25年度に実施した措置】

車体ライン 車体ライン、塗装ライン、溶組ラインを集約し、電気使用量およびガス使用
量、灯油使用量を削減した。
（平成26年1月から休止、溶接組立ﾗｲﾝの集約工事は平成26年4月より実施）塗装ライン

溶組ライン

検査ﾗｲﾝのｼｬﾜｰﾃｽﾀｰ（完成車の車内水漏れ検査）において、安全上の配慮か
らｼｬﾜｰﾃｽﾀｰ出口で完成車にｴｱﾌﾞﾛｰを行っていたが、ｴｱｰﾌﾞﾛｰを廃止しﾌﾞﾛｰﾓｰ
ﾀｰの電力量を削減した。（平成25/10月から実施）

検査ライン

【今後の取り組み】

板金工場 板金プレス機のメインモーター更新に伴い、高効率モーターおよびインバー
ター制御を導入し、エネルギー効率向上を図る。

工場の天井照明 工場の照明（蛍光灯、水銀灯）をＬＥＤタイプに更新し、照明用電力量を削
減する。


